
復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。第 107号 
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がんばろう！岩手　つながろう！岩手

　平成 28年 5月 26日（木）、「ドラ
ゴンブルー」の地底湖で知られる龍
泉洞（岩泉町）の天然水を使った化
粧水「ミネラル天然水から生まれた
龍泉洞の化粧水」の記者発表が行わ
れました。
　この企画は、いわて未来づくり機
構が進める復興支援事業「いわて三
陸 復興のかけ橋プロジェクト」を通
じて実現したもので、化粧水は、町

の第３セクター（岩泉乳業株式会社
・株式会社岩泉産業開発）と日本ゼ
トック株式会社（東京都新宿区）で
共同開発されました。
　各社の女性社員による開発チーム
で使い心地を追求した、サラリとし
た質感と、保湿力の高さが特徴です。
　岩泉乳業の山下欽也社長は「地場
から発信するロングセラー商品に育
てていきたい。手にとった人が岩泉

を思い出して足を運んでくれたら嬉
しい。」と、発売への意気込みを述べ
ました。
　この化粧水は、今月 25日に町内
で開催される「第２回岩泉ヨーグル
ト工場まつり」で販売を開始し、同
日以降、町内の道の駅や地元のホテ
ルでも取り扱われます。今後は、県
内、全国へと、順次販路を広げてい
く予定です。
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龍泉洞をイメージした青いボトルが特徴化粧水への思いを語る岩泉乳業の山下社長
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広げよう 感動。伝えよう 感謝。

正式競技 ▶ 軟式野球　期間 ▶ 平成 28年 10月 2日（日） ・ 3 日（月）・5日（水）
会場 ▶ライジング・サン・スタジアム (野田村総合運動公園内 )

野田村 INFORMATION >>>>>>>>>>>>>>>>>>>

2016 希望郷

岩手県沿岸北部に位置する人口約 4,400 人の村です。総面積 80.80 平方
キロメートルの小さい村が、地の利を生かした歴史ある塩づくりや高地で
栽培している山ぶどうを使用し色々な商品を販売しております。荒い海で
養殖されている海の特産品の荒海ホタテ、荒海カキや荒海ワカメなども好
評を得ております。一度は、野田村に来て『食べでってけでぇ～！』

岩泉町
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表彰された入賞者（写真前列左：優勝した田中さん）

　平成 28年 6月 5日（日）、「第 3
回大槌町長杯 大槌湾カレイ船釣り大
会（主催：復興まちづくり大槌株式
会社）が開催されました。
　この大会は、日本有数の漁場とし
て知られる三陸の海を満喫してもら
い、復興の後押しにしようと企画さ
れたもので、釣り上げた 25センチ
以上のカレイの総重量を競います。
　午前 5時 30分、町内外からの参
加者 139人は 19隻の釣り船に乗り

込み、大槌湾はじめ船越湾や両石湾
へと繰り出し、計 9,890 グラム（24
匹）を釣り上げた、田中隼人さんが
優勝しました。
　表彰式会場となった大槌魚市場で
は、町婦人会連合会による「サンマ
のつみれ汁」のお振る舞い、向川原
虎舞の披露、ホタテ釣り大会なども
行われ、地元住民と参加者は、笑顔
の中で交流を深めました。
　平野公三大槌町長は「これからも

「第3回大槌町長杯 大槌湾カレイ船釣り大会」開催

久慈

開発チームの女性社員

龍泉洞の水で化粧水を共同開発、６月25日販売開始龍泉洞の水で化粧水を共同開発、６月25日販売開始

大槌町

大槌の季節の風物詩として交流人口
を増やしていきたい。」と、大槌の魅
力発信への意気込みを述べました。

山ぶどうお問い合わせ ☎ 0194-78-2936（野田村役場 教育委員会事務局）
デモンストレーションスポーツ ▶ ウォークラリー
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被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索
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岩手県の被害状況 平成28年 5月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,123 人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,168 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 84億 2,247 万円（17,864 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 184億 9,702 万円（93,427 件）
▶寄付金受付状況　約 197億 7,156 万円（7,766 件）

平成 28年 5月 31日現在

大槌町出身。
中学校までを大槌町で過ごし、盛岡市の高校に進学。
野球に打ち込んだ縁で石川県の大学に進学。
卒業後アパレルメーカーに就職し、札幌・東北エリ
アを担当。
平成 24年、家業を継ぐため大槌町に帰郷。
現在は、家業である、原木シイタケ栽培とトルコキ
キョウなど切り花の栽培を行っている。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を注
いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、毎号、
復興への熱い想いを秘めた若者を紹介していきます。
第 57回目は、兼澤 悟さんを紹介します。

　 兼澤さんからのひと言：
いつかは、お花 × ファッション
のコラボイベントを実現させたい !

若い世代に夢とやりがいを

フラワードレス
（FLOWER DRESS）代表

兼澤 悟
（かねさわ さとし）さん

ました。」と、今の仕事への充実感を話す兼澤さ
ん。「復興を実感するには、若い人が地元で働き
だしたり、魅力ある職場で夢ややりがいを見つ
けられる街にならなければならないと思います
が、まだ建物が建っていない大槌町の復興には、
もう少し時間が必要だと思います。」と、大槌町
の復興の印象を話します。

他の地域に負けない

　「今は切り花を中心に農業を行っていますが、
アパレルという他の業界を見てきたから気づく
こともあります。大槌にいてもアパレル業界の
ようなキラキラした仕事の世界は作れると思っ
ています。仕事をする中で、会社員としてでは
ない、経営者としてのやりがいも見つかってき

　「自分たちの世代が楽しそうに働く姿や、格好
良く仕事をする姿を次の世代に見せたいと思い
ます。大槌町には他の地域に負けない魅力や、
同等に戦える会社や職業が必要だし、そういっ
た考えの人や経営者が増えていけば良いと思い
ます。」と、地元への思いを語ります。
　アパレル業界にいた兼澤さんの夢のひとつは、
育てた花を使ったファッションショーを開催し、
若い人に「大槌でもこんなことができるんだ。」
と思ってもらうこと。
　若い世代が輝くこれからの大槌に期待が寄せ
られます。
　

【次回のいわて復興だよりについて】次回は 7月 1日号の発行を予定しています。

　平成 28 年 5 月 21 日（土）、株式会社フジドリームエ
アラインズ（略称：FDA）「名古屋（小牧）～花巻」線
の就航 5 周年記念行事に併せ、FDA9 号機（ゴールド）
「黄金の國、いわて。」号の命名式がいわて花巻空港旅客
ターミナルビル（花巻市東宮野目）で開催され、ゴール
ド（黄金）色に輝く同機がお披露目されました。
　県では、対外的売込み活動における統一イメージ「黄
金の國、いわて。」のもと、岩手の様々な魅力をまるごと
売り込んでいくこととしています。
　同機の機体には、「黄金の國、いわて。」のロゴや県の
マスコットキャラクター “そばっち” のイラスト、座席
のヘッドレストカ
バーには、「わんこ
きょうだい」のイ
ラストがデザイン
され、同社が就航
する全国 14 都市
で岩手県の魅力を
発信していきます。

就航した「黄金の國、いわて。」号（写真提供：FDA）

　平成 28年 5月 27日（金）、一般社団法人岩手県栽培
漁業協会（大船渡市末崎町）は、飼育している放流用ア
ワビ種苗（稚貝）の出荷を開始しました。
　本年度供給する種苗は、平均殻長 25ミリメートルで、
平成 26年秋に県内漁場から親貝を採取し、平成 27年
5月に採卵したものです。種苗は県内の漁協に供給・放
流され、3～ 4年後に漁獲されます。
　東日本大震災津波で全壊した同協会の種苗施設は、平
成 25年 9月に復旧工事が完了し、これまでに、平成 2
5年度は 15万個、平成 26年度は 150万個、平成 27
年度は 500万個の種苗が出荷されました。本年は、10
月末頃までに約 350万個の種苗の供給が予定されてい
ます。
　また、同時進行で、
来年度用の出荷用種
苗の採苗・飼育も行
われており、これか
らも沿岸の主幹産業
である漁業を支えて
いきます。

飼育されている放流用アワビの種苗（稚貝）
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花巻市 大船渡市
FDA9号機
「黄金の國、いわて。」号 命名式開催
FDA9号機
「黄金の國、いわて。」号 命名式開催 放流用「アワビ種苗」出荷開始放流用「アワビ種苗」出荷開始


